
あってガソリゾ陸塁側を動力とし，路盤上を自走しつつ枕木|甘]軌

道中心までドラムをそう入して， その回転によってパラストを

かきだしてふるい分けし，ふる L 、かすはi白床外に，ふるい分け

られたバラス ト を道床内に自動的に散布するものが試験的に採

用されている(写真 25 ・ 26 ・ 27) 。現在批界に広くその性能を

秘めらJL，使用 されているものは， スイス，マテサ製パ ラスト

F リナーである。重量 45 t におよぶ大型の{来線話器械で， 1 00KW

ディーゼノレ交流発電践を動力とし， 2 刺14 輪ボギー 111上に銅さ

く郎， ふるい分部， コソベヤ部， および低気制御部の主要装置

を.&'111，売し，軌道上を他の動力車により牽号 I (けんいん)され軌経

(ききょう)をそのままの状態でスクレーパーチェンにより枕木

下織を含め， 全道jjfミパラストのふるい分けが可能で，最大 150

m '/h のふるい分能力を有する。

16 砂利散布車

国鉄における軌道更新工事用の道床パラスト t&;(lî専用に使用

するよう ， 設計試作された保線専用 111両て'ある。バラストのß't

込まれたホッパの出口にモータにより高速回転する ベノレ トをと

りつけ， その上に落ちるパラストをベルトの回転力によってi舜

線に散布する。一両に約 18 m 'ß'I í依し散布能力は40 m'/h X2 で ，

3-5.5m までの距離に可変散布できる(写真ー28) 。

17 旬進 (~、くしん)止杭銃器 軌道の旬進を防止するため枕

木!日1に打ち込まれた杭を引き抜くのに使用される線路用総具で，

柱をこ又に組合わせ，上部に装備した減速裟位によりドラムを

回転し， ワイヤを巻きあげて杭を依き取るものである(写真-

29) 。

18 術進止杭打器

iI'止ìUの旬il主を防止するため枕木聞に杭を打ち込むのに使用す

る線路期総，r~で， 三l同lの上部にtl'J' 111 を]反り十i け，重量Eをロープ

により H叫Iを通して落下させて，杭を打ち込むものである(写

~'HO) 。

19 遊間衝撃器 (遊間整正衝撃器)

レーノレの継目遊間の不整を整正する場合に月]~ 、 る線路用恭兵

で， 37 kg レー ル用， 50kg レ ー ル用の 2 極類がある。いずれも

古レールを組合わせて製作されたもので， 両端にハンドルを備

え ， 軌道上を転走させて， レーノレに国定したあて金を衝聖書して

遊間を獲正する。また ローラ式衝撃器ともいう(写真ー31) 。

20 レール継目落整正器

レ ーノレの継目部は，列車の走行により落込みを生ずる。この

務込みを絵正するのに使用される線路m総具である。 ヌ~休の両

端を支点として， 中央に装備されたフックをレール底部にあて

て， 直接フックをこう上して整正するものと， 本体の一端をこ

う上して投正するものとがある(写真ー32) 。

21 遊間整正器

レールの縦目遊間の不整を投正するにm~ 、る線路用音器具で，

遊Jl~ll'釘型産i恨のほかに， 継目部をはさんで両副IJのレ ー ルをスクリ

ュージャ γ キによって引き寄せ，または押し離して遊間を盤正

するものとがある(写真 33) 。

22 釣鐘(つりがね)式衝量産器

ν ーノレの継目遊間の不整を盛正するのに用いる線路府首器具。

三l肉lの柱または人力によりレーノレをつり上げて娠り illiJかし ， レ

ー ルにつき t，て ， 衝撃に よりレ ー ノレを移動させて遊聞を整正す

るものである。

23 レール転換器

レーノレは通常軌悩lの内側から勝粍するが，ある程度摩耗が進

むと，適H寺レーノレは転換して使用される。この目的に使用され

lませんさぎよ

回転して ν ーノレを転放する(写真一34) 。

24 レール塗油器

レールの摩耗を防止し，あわせて車輸のタイヤの修従をも防

止するために，耳1輸のフランジが政く接触する曲線部外軌レ­

，"の軌rfll ßlIJに，摩耗防止ìlliを塗布する器具である。レール塗ìlli

2告には (1) 人力によりレール上を転走させて， 主室内hする簡単

なもの。 (2) I肋総始点付近の外軌レ ーノレに閤定させ， 通過する

列車の荷重によるレー んのJ反動な どを利用して， レ ー んと 車輸

の 7 ラ γジのi聞に ìlllを滴出させ， フ ラ ンジに付着したìluが111輸

の転走により相当延長まではこばれてレールに塗ìlhされるもの

(この定位式には極類が多く ， 国鉄においては昭和初期米国より

メコ式を輸入， 試験係j司したが現在では，英国のアラディン塗

ìSl誌を係周している). (3) 車両に取付けられ，つねに塗Ì!ll され

たコロが111阿の走行に伴ない， レ ー ノレの隅向部に接触しながら

転勤することによって塗討11するもの等の3樋獄に大別される(写

真-35) 。

25 脱線器

2 以上の列車または恥雨が相互に支障するおそれのある場合，

片方の列車または車両を脱線させるために， 分岐総にiill動させ

て線路に装置するもの。列車または車両を通過させるときは，

建築限界外に移動し，脱線させるときはレール面上に桜L 、かぶ

さって，列車または車両がこの上に乗り上り脱線する隣造で.

脱線転轍(てんてつ)総傑訟をつけてある。地形その他のため安

全曲IJ線を施設することが困量産なところに， 安全側線の代用とし

て認められているものであるが，現在は保安装置としては不適

当なものとして列車の保安装置としては使用しないで， 制IJ線で

の車輪止のかわりに使用することがたてまえである。

26 張線器

架線などをする場合，!iI線するのに使用する昔器具で， 針金の

一端を食い， 他端のドラムで針金を巻いて波線する。 ドラム宅を

き取りの送りハンドルには，ラ チェット式のものもある(写真-

36) 。

27 復線器

車問が脱線した場合， 軌道上レ ールに添位して， I悦級車両を

自力または動力事によ っ て動かし， その車輸をレールに導くた

めに用いる禄具で，比較的軽易な脱線車両の復線に使用する

(写真ー37) 。

28 融雪器

冬JtlJ松鰍lliiに高~t った竺7が悶着して転轍r.誌の ífi}j j'f-を !調;lJlにし，

不筏清を来して列車の巡行に支障を与えるおそれがあるので，

これを防止するため厳冬地てーはいろいろの方法が説ぜられてい

るが，低気融Qili去がもっともよい効果を収めている。 711気品~雪

法には・ン ーズ線型と床板型の 2 tíl\類がある。シ ー ズ線型は左右

の基本レーノレの内側にシーズ線(ニ クロム ~J止を管に納めてその

周囲にマグ平シヤを圧入したもの)を取付けた併進のもので，

床叡型は転徽球の各床板の下部に， さらに融雪務用床4置をそう

入し，これに電気融雪昔話をとりつけた構造のものである。

29 レールキャ y チ

レールをつる場合に使用するつかみ金具である(写真一38) 。

30 レール曲器

レ ーノレのきょう正または屈曲に使用する告器具で， 左右のア ー

ムで ν ーノレを目立に!&り，アーム先端部聞のスクリュ ージャッキ

を操作し， それをjlll し肱げることに よ って， レーノレをきょう IE

または廊 IUlするものである。支点のかけ方により四点支持式と

三点支持式とがあるほか， 縦l尉げ周ベンダがあるが， その附造

るもの。回転自在な支柱の頭部両側よりワイヤでレ ールをつり ， 自霊能はま ったく同ーである。 また本擦をジ ャッキレールベンダ
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